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有 明海 よ り西側,西九州 においては縄文時代前期の遺跡 の分布下 限高度が,

西の五島列 島で,-1--2m,大村湾南部Om,諌早漕+3m,玉名平野+5m と西

に低 く東 に高 いことが知 られている. これは,東 シナ海側 の相対 的沈降 と九州

本土側の隆起 の結果 と予想 され る. これを証 明す るために,,東西 に西九州一

東 シナ海 を縦 断す る北緯33度線 に沿 って,完新世の相対 的海水準変動を明 ら

か に した.調査地域 と して線上の五 島列 島福江 島,野母崎,大村湾,諌早漕,

玉名平野を選定 し,各地の沖積層の コアサ ンプ リング,その珪藻 ･硫黄分析 ,

貝化石の14C年代測定 により,過去 1万年 間の海水準変化 曲線を措 いた.

その結果,5500-4000年前の海面高度は,福江で-2･Om (NagaokaeJ

a1.,1996;長 岡ほか,1997),野母崎10.4m (Yokoyamaeta1,,1996),大

村湾伊木力 ±Om (長岡ほか,1995),大村湾津水+0.5m (Yokoyamaef

a1.,1996;長 岡,1997),諌早湾森 山+0.9m (Yokoyamaeta1.,1996),玉

名+2.0m (長岡ほか,1997) とな り (Fig.1),遺跡 の分布下 限高度の傾 向 と

一致する東高西低の傾動運動が得 られた (Yokoyamaeta1.,1996). これ は,

Nakada,etal.(1991)お よび中田ほか (1994)で求め られた- イ ドロアイ ソ

スタシーの計算結果 とほぼ一致 している (Yokoyamaefa1.,1996).すなわ

ち,後氷期の海水量の増加 と海面上昇 による荷重効果で,海水の荷重で海側 リ

ソスフェアが沈降,海側か らのアセ ノスフェアの押 し出 しによる陸側の隆起 が

生 じていると解釈 され る (Yokoyamaeta1.,1996). しか し, この- イ ドロ
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アイ ソスタシーは海面が低下す る氷期 には逆 に働 くので,その地殻変動量 に累

積性 はな く,10万年以上の･レンジで は相殺 されて±0とな る.西九州地域 には,

海成段丘や活断層が発達 しないこと,その リソスフェアは大陸棚を介 してユ ー

ラシア大陸 と連続 的であることか らも, この地域の第 四紀テク トニ クスは安定

的 と推定 され る (長 岡,1997). これは,典型的な火山性 島弧である南九州

とは対照的で,別府 ･島原地溝 によ り九州は北部の安定大陸的地域 と南部の活

動 的島弧 に分離 してい ると考え られ る.また,西九州周辺では,"低い地形"

である大陸棚 の分布が広いこと,中新世以来 アル カ リ岩質火成活動が間欠的に

起 きていること, さ らに本発表で示 したように-イ ドロアイソスタ シーが効果

的に働いていることな どか ら, この地域の リソスフェアは薄 く,アセノスフェ

アは熱 く柔 らかい と予想 され る.今後 は実際の リソス フェアの厚 さやアセ ノス

フェアの粘性を明 らか にす る必要がある.
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Fig･1 Mapshowingthedistribuljonofmeansea-levelatabout4000-5500yrB･P･relativetothepresentlevel.
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